環境エネルギー応用実験(2)　課題と指導方針

2007.9.25　地球科学研究室　萩谷　宏

目的

　地球科学の卒業論文を書くための基礎的な能力の育成。特に次の点に配慮する。

・ものを見てわかる能力（同定能力）の訓練

・野外での観察・記載能力、サバイバル能力の訓練

・資料収集能力・資料価値評価能力の育成

・英語論文の読解能力養成

・日本語の文章力の養成

・科学的常識・基礎学力の涵養

内容

１）地球科学の基礎を理解するためには地球科学の各分野にわたる膨大な読書量が要求される。３年終了時までに100冊程度、４年終了時までに300冊程度は読んでおいてもらいたい。そこで、毎週１回、自分が読んだ本について簡単な報告をしてもらう。

２）英語読解能力の養成のため、Geology、Natureなどの英文科学雑誌から毎週１編の論文・論説を自分で選び、その内容を要約して紹介してもらう。

以上はいずれも毎週火曜日、13:15～、学生食堂あるいは化学研究室で教員を相手にA4各１枚、５分程度のプレゼンで紹介してもらう。完成度は問わない。

３）野外実習の指導を行う。日程・内容は本人と相談の上、調整する。「武蔵野台地をあるくゼミナール」の野外実習はゼミナールの履修に関わらず参加すること。室内実習もあるのでゼミナールの履修が望ましい。また、平成20年度開講（後期）の「地学実験」に参加することが望ましい。

４）機器分析室において、全岩化学組成分析のため、蛍光エックス線分析装置RIX-3000の使用法を習得する。また、電子線マイクロプローブアナライザー（EPMA）の分析も４年終了時までに修得する。

５）岩石薄片の製作法及び顕微鏡下での鉱物同定能力を身につけてもらう。顕微鏡実習は１月～２月に、主に放送大学千葉学習センターの機材を用いて行う。（面接授業2/12-14）

６）可能な限り、フィジー及びハワイの実習に参加して欲しい。

７）東京大学教養学部駒場博物館（美術博物館・自然科学博物館）での資料整理作業、キュレーティングの基礎練習を行う。

成績は以上の項目の達成度を総合して評価する。

教員との連絡はe-mailを推奨。hiroshi.hagiya@nifty.ne.jp
研究室web：http://www.h-hagiya.com/lab/

